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私 のスケッチ ・ブック(30)

生活のなかで環境を考える

国立民族学博物館　教授

森　　明子

■外国でバッテリーを調達する

　 5年 ほど前、 ドイツに長期滞在 した と

きの ことである。アパー ト生活をはじめ

てまもなく、パソコンの調子が悪 くなっ

た。 コンピュータには海外での トラブル

について もサポー トが約束 されている。

とはいっても、コンピュー タの トラブル

を第三者に伝えるのは苦手で、それ をド

イツ語で しなければならないというのは

もっと億劫だった。それで も苦労 して手

に入れたデー タが、いつ消えるかわか ら

ない不安にはかえられない。サービスセ

ンターに電話すると、幸いなことに、す

ぐに私の抱 えた問題状況を理解 してくれ

た。それはバ ッテリーの消耗である、す

ぐに新 しい もの を送って くれるとい う。

保証期間中なので無料のサービスだが、

配達に訪れた者に不要になったバ ッテリ

ーを渡す こと、したがって配達 日に待機

していなければならないが、配達時間は

不明であると言い渡 された。

　約束の 日、私はまだ慣れないアパー ト

で、朝早 くか ら待っていたが、結局午後

6時 をす ぎて も、ベルを押す人はいなか

った。配達員が呼び鈴を見つけられない

のではないか、ベルが鳴 らないのではな

いかなど、私は想像力をた くましくして

あらゆる可能性 を想定 し、そのひとつひ

とつに対応策を講 じなが ら一 日を過 ごし

た。笑い話 になるようなこともあったの

だが、 ここでは詳細は省 こう。

■配達されなかったバ ッテリー

　丸一 日つぶされて、たいへん消耗 した

私は、件のセ ンターに電話 した。翌 日に

なって目当ての担当者 と連絡がつき、ど

うなっているのか問いただす と、その回

答は、私の予想 もしないものだった。

　彼は、過 日の電話のあとで、 自分の対

応 した顧客が 日本人であるとい うことか

ら、ある思いに とらわれた らしい。「は

たして日本人に、このバ ッテリーを配達

していいのか?」 それでは、そのバ ッテ

リーは、私のコンピュータに適合 しない

のか と尋ねると、機能上はなんの問題 も

ない、 という。では何が問題 なのか?

　 話を聞いているうちに、彼がバ ッテリ

ーの機能ではな く、それ を構成 している

物質の成分 を問題にしていることがわか

って きた。鉛か何かの配合率が違 うと考

えている らしい。「日本は環境問題 に厳
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しいルールをしいているから、こ

のバ ッテリーを日本で廃棄するこ

とはで きないだ ろう。 する と私

(顧客)が 困ることになる。 だか

ら送 らなかった」。では、私がそ

れを廃棄する時期はいつになるの

かと尋ねると、おそ らく数年後 だ

とい う。

　私には、この申し出は現実味の

ない ものに思えた。現 に トラブル

に直面 している私のために、なん

と迂遠 な思考を したものだろ う。

バッテリー廃棄が数年後なら、時

家庭の居間に客を迎えるテーブル。キャンドルを好む

(2006年3月 ベルリン)

問 は十分ある。だが、いまこのときの私

の必要 はどうして くれるのだ。半年以上

の研究生活を想像 して、まことにみ じめ

な気持 ちになった。

　それにしても、彼が私に断 りなく予定

変更 したことは、明らかに手落ちである。

私 は一日中待機 していたのにと問い質す

と、彼 は 「電話 したが留守だった」 と答

えた。それきりにしてしまったらしい。

　 これは私の身になれば、 しご く無責任

な仕事振 りと思えるが、彼 はそれほ どに

は思っていない様子だった。彼 にとって

は、顧客に電話 した とい う事実が、たと

え連絡がつかなかったにして も、ルール

を満た していたのだろう。電話 した とき

顧客がた またま留守だったのは、彼の責

任ではない(も ちろん顧客の責任で もな

い1)。

　 彼の立場か らする と、彼の行動はコン

ピュータ機器 を扱 う専門職 として、適切

に判断 した結果 と して説 明 され るらし

い。その判断とは、顧客の故国の環境基

準 に適合 しない と思われるバ ッテリーを

不用意に渡 さないことである。

　彼のプロフェ ッシ ョナルが どうあれ、

私にバ ッテリーが必要だという状況は変

わらない。再度の要請 に対 して、彼は、

私が ドイツで流通 しているバ ッテリーを

受 け取 る意思が ある ことを確認 した上

で、配達 させ ることに同意 した。数 日後、

私はバ ッテリー を受け取 った。

■ 「環境にやさしい」イメージ

　 このできごとは、仕事やサー ビスに私

たちが何 を期待 しているか、また、環境

に配慮するということが、実際にはどの

ような行動 をさすのか、 ということを考

えさせる。

　私はいまで も、世界にサービス網 をは

りめ ぐらしているコンピュータの付属品

が異なる規格 をもつ という話 は、曖昧だ

と思う。あるいは、そのようなことがあ

るのか もしれないが、電話で応対 した ド

イツ人男性 も、その正確 な知識をもって

いたわけではなかった。彼は 「日本は厳

しい環境規制をしいているだろう」 と私
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の同意 を求め、「だから、 このバ ッテ リ

ー もきっと基準外だ と思 う」 と言ってい

た。

　私が注 目したいのは、彼が 日本に対 し

てもっている、この感覚である。彼は 日

本を環境に配慮 したす ぐれた技術 をもつ

国で、日本社会も環境意識が高いと考え

ている。彼 だけでな く、日本が環境問題

においてす ぐれた国であ ると考 える人

は、 ドイツに少 なくない。

　だが、私 にとっては、 ドイツこそ環境

先進国である。 これは多 くの日本人が共

有す る ドイツのイメー ジで もあ ると思

う。

■環境にやさ しい 「技術」と 「意識」

　 では、実際はどうなのか。たとえば自

動車の排気ガスについては、 日本は欧米

に先駆けて早い時期から厳 しい基準 を設

け、それを実践 して きた。それは情報 と

して知った とい うより、む しろ20年 前 に

町を歩 きながら、私が自分の鼻 と肺で実

感 したことである。ただ し近年では、 ヨ

ーロッパで も排ガスの規制が厳 しくなっ

て、道路の空気 もずっとよくなっている。

　一方、人々の行動様式についてみると、

ドイツ社会は、生活のさまざまな局面で

環境に配慮 している と感心することが し

ば しばある。 レジ袋の使用については、

最近やっ と日本で も意識化 されて きた

が、 ドイツでは早 くか ら徹底 していた。

それはスーパーマーケッ トの販売方式に

組み込まれていて、どの会社の どの店舗

であって も、一律の共通システムがはた

らいている。同様 に、商品の包装、 ゴ

ミ・リサイクルなど、消費者の生活 と結
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びついたところで、環境への意識的な と

りくみが、社会全体 にくまな くゆきわた

っている。

　だから私 は、ドイツ 社会は日本社会よ

り環境意識が高い というイメージをもっ

てきた。 ドイツ人か ら、 日本のほうが環

境基準 が厳 しい といわれた ことは意外

で、場合によっては、冗談か皮肉だ と思

ったろう。

　 こので きごとの後、 しば らくしてから

日本 は環境 に配慮 した技術 開発 におい

て、世界で も トップクラスであると聞い

た。そ うした技術 は、特殊 な機械 として、

工業部 門にお いて生 かされている らし

い。目に見えないところで行われている

ので、 どうして も伝聞体になる。一般 に

は、あ まり知 られていない。

　 日本の高度な技術が環境 に配慮 してい

て、国際的な評価 を受けているというの

は、「技術 の国」 日本の面 目躍如で、す

ば らしいことだ。だが このことは、日本

に住むひとりひとりの人間が、環境 に対

する意識が高いことを意味するわけでは

ない。技術が環境にや さしくても、人が

やさ しくなければ、「や さしい」 とい う

言葉は空中分解 して しまう。

■技術の発展と環境のバランス

　1980年 代 の半ば、私はウィーンの友人

がいちど使 ったラップ(食 品の鮮度 を保

つ)を 、ひきだ しに保管 して再利用 して

いるのを見て、たいへん驚いたことがあ

る。その とき私 は、ウィー ンではこれか

らラップが普及 してい くのか と思 った。

だが、そ うではなかった。ラ ップの使用

は、人によって異なるのであって、台所



に常備 してお く人もいるが、使わ

ない人 はまった く使 わない。「ど

うしても必要だ とい うほどのもの

ではな くて、 しかも環境によい も

のではない」 というラップの位置

づけが、個 人によってこのように

異 なる使い方 にあらわれていたの

である。

　同 じころ、テ レビのニュースで

アスベス ト汚染された小学校の教

室の映像を見た。私はそのときは

じめて、アスベス トに対する人々

の意識 を知って驚いた。と同時 に、

週末の午後 、極寒 のなか、 日光 を楽 しむ人々(2006年2月
ベル リン)

それがなぜ 日本で問題 になっていないの

か理解で きなかった。それが20年 ほ どた

った後 に、 日本で取 りざたされることに

なったとき、私は皮肉な気持ちで20年 前

の映像 を思 い出 した。

　環境の問題は身体 と関わっている。 自

然環境 と人間の身体の関係 は、それぞれ

の地域 で長い時間 をか けて培 われて き

た。技術は、 この両者の長期にわたる相

互作用のなかで形成されてきたものであ

る。農業や狩猟、漁掛の技術は、 したが

って、地域の環境や人々の身体 に埋 め込

まれている。

　だが、近代以降の技術は、長い歴史を

かけて積 み上 げて きた地域の枠組 みを、

やすやす と越えてい く。アスベス ト対策

の遅れは、 このような技術 と身体の乖離

を端的に示す例 といえるだろう。技術を、

私たちの身体や環境のなかで捉 えなおす

必要があるようだ。

　 コンピュータのバ ッテ リーを調達す る

にあたって、私はそれを廃棄するときの

ことな ど想像 もしなかった。そ こには、

機械のパーツを身体か ら疎遠な もの とし

て捉 える無意識の感覚、先端技術 に対す

る距離感とでもいうものが、作用 してい

ると思 う。

　現代社会のように、大量 の技術 を社会

のなかで使ってい く以上、このような技

術に対する疎遠な関係 は、見直さなけれ

ばならない。 さもないと、社会にます ま

すいびつな状況が生 まれるだろう。

　社会が技術 を使いこなす という状況 を

つ くること、換言すれば、流動す る技術

を社会に埋 め込むための努力が必要だと

思われる。たとえば買い物 にエコバ ッグ

を持参す ることが社会常識になっている

状況で もいい。それは、プラスチックの

際限ない生産の流れを制御 しようとす る

ものであ り、社会が技術 を飼いならすた

めの一歩 を示 しているように思える。
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